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ちょっ
と

いい話

レタスのあれこれレタスのあれこれレタスのあれこれ

　レタスは、約95％が水分で出来ているた
め、他の野菜と比べて栄養価が高くないです
が、ビタミンＥやカルシウム、鉄、カリウムな
ど、たくさんの栄養をバランス良く含んでいま
す。日々の献立に加えることで、不足しがちな栄養素の補給と
なり、毎日少しずつ食べるのがオススメです。
　中でも、ビタミンＣやカロテンなどは抗酸化力がとても強
く、免疫力アップやがん予防効果が期待できます。また、レタ
スは100ｇあたり12kcalと非常に低カロリー。歯ごたえもあ
り、よく噛んで食べるため、ダイエットにオススメの野菜です。

レタスの栄養レタスの栄養

　これから、暑い日が続くと心配になる
夏バテ。夏バテになると食欲がなくな
り、体調もすぐれない…。そんなときに
オススメなのがレタスです。レタスには、たくさんの水分が含
まれており水分補給になるほか、レタスに含まれるビタミンＵ
が胃の働きを良くし、食欲を増進させてくれます。
 猛暑が予想されている今年の夏。レタスを効果的に食べて、
暑い夏を乗り切りましょう！

夏にもオススメ！夏にもオススメ！

　玉レタスは、重さに注目。持ったときに、軽め
の物が新鮮です。また、明るくライトな緑色で、
葉の巻きがふわっとハリのある物を選びましょう。芯の切り口
にも気を付け、白くみずみずしい物がより新鮮です。
　サニーレタスは、葉先が色濃く鮮やかで、バリッとしたみず
みずしい物を選びましょう。

新鮮なレタスの選び方新鮮なレタスの選び方

　レタスの芯を、包丁などを使わずにくり抜き、濡らしたキッチ
ンペーパーを詰めるか、芯を濡らしたキッチンペーパーで当て
るなどして、芯を濡らした状態で保存すると長持ちします。ま
た、レタスは乾燥に弱いので、湿らせた新聞紙やキッチンペー
パーで包みポリ袋に入れ、芯を下にして冷蔵庫で保存しましょ
う。サニーレタスの場合は、葉先を上に立てた状態で保存する
のが良いです。

レタスの保存方法レタスの保存方法

95％
水分

【部会データ】遠野地域の野菜栽培者319人で構成。レタスのほか、ピーマンやホウレンソウ、キュウリなど多品目を栽培している。部会員のうち、レタスを栽培
するのは21人で約４haを栽培。シスコやメルカド、ユニバースクラシックなど約10品種を栽培し、関東圏に出荷している。平成28年度の実績は、数量２万7,115
ケース（１ケース５㎏）で、販売額は1,600万円。

　
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地

地
帯
、
遠
野
市
。
そ
の
盆
地

特
有
の
寒
暖
差
と
豊
か
な
自
然
に

よ
り
、
お
い
し
い
野
菜
が
育
つ
。

多
種
多
様
な
野
菜
の
栽
培
が
盛
ん

な
遠
野
市
で
、
こ
の
時
期
に
収
穫

を
迎
え
る
の
が
レ
タ
ス
だ
。

　

午
前
４
時
。
農
家
が
収
穫
を
始

め
る
時
間
だ
。レ
タ
ス
の
収
穫
は
、

鮮
度
を
保
つ
た
め
に
気
温
が
低
い

早
朝
か
ら
始
ま
る
。
菊
池
啓
造
前

部
会
長（
表
紙
写
真
左
手
前
）
は「
レ
タ

ス
は
鮮
度
が
大
事
。
特
に
、
切
り

口
を
清
潔
に
保
つ
事
に
気
を
付
け

て
い
る
」と
話
す
。
収
穫
後
、
す

ぐ
に
清
水
を
霧
状
に
吹
き
か
け
切

り
口
を
洗
浄
す
る
。〝
新
鮮
な
ま

ま
消
費
者
に
届
け
た
い
〞。
こ
の

思
い
が
、
彼
ら
の
根
底
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
鮮
度
を
保
つ
一
工
夫
は

輸
送
に
も
。
午
前
10
時
に
は
遠
野

産
レ
タ
ス
の
み
を
乗
せ
た
ト
ラ
ッ

ク
が
出
発
し
、
市
場
へ
直
行
。
そ

の
日
の
う
ち
に
東
京
都
の
市
場
に

到
着
し
、
み
ず
み
ず
し
い
レ
タ
ス

を
消
費
者
に
届
け
て
い
る
。

　

そ
ん
な
、
彼
ら
の
こ
だ
わ
り
と

真
心
で
作
ら
れ
て
い
る
レ
タ
ス
。

そ
の
真
摯
に
レ
タ
ス
と
向
き
合
う

姿
勢
は
、
収
穫
だ
け
で
は
な
い
。

「
安
全
安
心
な
物
を
栽
培
し
よ
う
」

と
、
特
に
薬
剤
散
布
に
は
細
心
の

注
意
を
払
う
。
使
用
基
準
を
栽
培

指
導
会
で
確
認
す
る
ほ
か
、
お
互

い
に
声
を
掛
け
合
い
、
信
頼
さ
れ

る
産
地
を
築
い
て
い
る
。
向
上
心

も
常
に
忘
れ
な
い
。
目
ぞ
ろ
え
会

で
は
、
レ
タ
ス
を
持
ち
寄
り
、
自

分
の
物
と
比
べ
て
勉
強
す
る
一

方
、
日
々
の
隣
近
所
と
の
細
か
な

情
報
交
換
は
欠
か
さ
な
い
。

　

こ
こ
、
遠
野
市
で
レ
タ
ス
の
栽

培
が
始
ま
っ
て
約
40
年
。
消
費
者

目
線
に
立
ち
、〝
新
鮮
〞と〝
安
全

安
心
〞を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
長
年
栽

培
し
続
け
て
い
る
事
が
、
今
の
誇

り
高
き
産
地
に
繋
が
っ
て
い
る
。

菊
池
前
部
会
長
は「
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
て
品
質
の
良
い
レ
タ
ス
を

消
費
者
に
届
け
る
」と
意
気
込
む
。

そ
の
言
葉
に
応
え
る
よ
う
に
レ
タ

ス
が
朝
日
に
輝
い
て
い
た
。

1.固い絆で結ばれている部会員たち2.収穫は９月中旬ま
で続くが、ピークは６月中旬。ほぼ毎朝収穫する3.切り
口を以前は布巾で拭いていたが、鮮度を保つ工夫を重ね、
現在は清水で洗浄している4.定期的に指導会を開き、高
品質栽培に繋げる5.部会員が真心込めて作った「遠野産
レタス」。採れたてをその日のうちに市場へ届ける

C O N T E N T S

02	 ぽらーのCOVER	STORIES

 愛農土に生きるⅡ
04	 組合長就任のごあいさつ
06	 特集

 第19回通常総代会
14	 ぽらーのNEWS◉地域の話題
16	 あぐりネット
18	 かがやく女性部／食と農の掲示板
19	 旬の産直大百科／ぽらーの広場
20	 Information ◉理事会だより／監事会だより
24	 風趣点景◉管内四季だより／編集後記

◉No.232 ／平成29年（2017）6月号

ぽらーの COVER STORIES

“品質の良いレタスを消費者へ”
一筋の熱き思いを胸に、惜しまぬ努力

ＪＡ遠野地域野菜生産部会 ⦿遠野市

頑張ってます！

Ⅱ
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基本理念

経営理念

基本姿勢

スローガン

　
　組
合
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　この度、代表理事組合長として就任しました阿部勝昭です。
　農業、ＪＡ組織に対し変革を求められている中、前高橋専太郎組合長は独自の
理念を持ち、その信念のもとにＪＡいわて花巻をけん引してきました。
　そして、ＪＡいわて花巻が広域合併 10 年目に際し揺るぎない経営、財務基盤
を確立し勇退した高橋組合長の後継を務めるに当たり、その重責を感じていると
ころでありますが、皆様のご指導、ご鞭撻を賜りながら、真摯にＪＡいわて花巻
の運営に精励してまいる所存でありますのでよろしくお願い申し上げます。
　近年、わが国では社会経済のあらゆる分野で国際化、そして市場原理主義が進
展しており、農業分野も例外ではありません。
　加えて、改正農協法が昨年に施行されましたが、戦後以来、国民への食糧供給や、
農家組合員の生活向上、地域貢献を果たしながら築いてきたＪＡ組織に国が土足
で入り込んできた感を持つのは私ばかりではないと思います。
　こうした環境の中にあって、今まさに協同組合運動、いわゆる相互扶助の精神
のもとにＪＡの役割を果たさなければならないと痛感します。
　現在ＪＡは「創造的自己改革」に取り組んでおり、この目的は「農業者の所得増大・
農業生産の拡大」「地域の活性化・協同活動の活性化」「結びつき強化・経営基盤強化」
を目標とし、その実現のために購買、販売そして指導、利用の経済事業はもとよ
り「金融、共済、生活、福祉」のくらしの活動があってこそなし得るものであり、
総合事業としてのＪＡ活動を通じて地域貢献を果たすことがＪＡの使命だという
思いであります。
　このためにも、職員ひとりひとりが「農家・組合員」のためという基本理念の
もとに、高い倫理意識を醸成し、コンプライアンスを遵守することにより、組合
員はもとより生産者と消費者・利用者の懸け橋として信頼されるＪＡいわて花巻
を創造することを目指してまいりますので、組合員、役職員の皆様のご指導、ご
協力を重ねてお願い申し上げ、就任のご挨拶といたします。

新鮮で安全な農畜産物を作るには
「いい土」と「きれいな水」が基本です。
そして、農家の愛情が加わることで
消費者にも“おいしさ”が伝わるものであり、
「農と共生」の心がここに生きています。
JAいわて花巻は、イーハトーブの大地に根ざした、
環境にやさしい農業をめざして“発進 ”します。

　私たちのＪＡは、農業者の相互扶助組織として各種の
事業活動を通じて、わが国農業の発展、安全安心な食
料の安定供給及び地域経済・社会の発展に寄与します。
　また、地域金融機関として信用を維持し、貯金者の
保護をはかるとともに、金融の円滑化のため業務の健全
かつ公正な運営を確保するよう公共的使命を担います。
　私たちのＪＡは、これらの社会的責任を誠実にはたし、
組合員及び地域社会の要請に応えるとともに、信頼され
る組織文化を創造します。

JAいわて花巻は地域から自慢されるＪＡ、
職員が自慢できるJAを目指します

地域から
自慢されるJA

職員が
自慢できるJA目指す姿

実践項目

１．組合員の豊かな暮らしをつくります。
２．�「農」と「共生」を基本とした地域社会を
つくります。

３．�経営基盤の強化と効果的・効率的な事
業運営をすすめます。

４．活力ある職場をつくります。

生産者と消費者・利用者の
懸け橋として、信頼される
ＪＡいわて花巻を創造

愛・農・土
−いい土、いい水、いい心−

代表理事組合長
阿部　勝昭
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今後の取り組みに向けて思いを
伝える高橋組合長

上　役員選任の投票　
下　�自己改革の実践に関する
決議

決
議
事
項

第
１
号
議
案

　�

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う

農
業
経
営
事
業
に
関
す
る
同
意
に
つ

い
て

第
２
号
議
案

　�

平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　�

平
成
29
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

い
て

第
４
号
議
案

　�

平
成
29
年
度
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収

方
法
の
決
定
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　�

平
成
29
年
度
理
事
に
支
払
う
報
酬
の

額
の
決
定
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

　�

平
成
29
年
度
監
事
に
支
払
う
報
酬
の

額
の
決
定
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

初
年
度
の
成
果
と
未
来
に
向
け
た
挑
戦

　
　
　～
キ
ー
ワ
ー
ド
は
農
業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大
、

地
域
の
活
性
化
、
結
び
つ
き
強
化
～

第19回通常総代会と総代研修会（5
月12日～19日、11会場で開催、579
人参加）であがった主な質問とそれに
対する回答をお知らせ致します。

Ｑ��政府の規制改革推進会議において、JA改革で信用事業を分
離しJAを解体するような意見を言っているが、絶対にならない
よう運動をお願いしたい。

Ａ��組合員・利用者のためのJAであり、総合事業を展開することは
地域の農業とくらしを守るために今後も必要不可欠であるとい
うことを役職員全員で運動していきます。

Ｑ��平成29年度総合損益計画における当期未処分剰余金が前年
度実績対比で73.5％としているが、どのような影響が考えられ
るのか。また、このような状況が将来的にも続くのか。

Ａ��マイナス金利の長期化や自由貿易などの外圧による農業情勢
の変化などを背景に、今後は事業総利益の減少が予想されま
す。管理費節減に努めながら事業を展開していきます。

Ｑ��関西方面の酒米用としての加工用「ひとめぼれ」の取扱状況と、
平成２９年度産「銀河のしずく」の作付け計画を知りたい。

Ａ��加工用米は酒造メーカーより高評価を得ており、平成２８年度
産の取扱数量4,105ｔに対し、平成29年度産は4,700ｔ（前
年比114％）の申し込みがあります。「銀河のしずく」については、
管内で約300ｈａの作付けを予定しており、今後も300ｈａ前
後を予定しています。需要の多い「ひとめぼれ」を考慮しながら
進めていきます。

Ｑ�除草剤や肥料などの価格を下げてほしい。
Ａ��いもち防除剤「コラトップ」を全地域で品目統一したことにより、
安値で仕入れる努力をしているほか、肥料については新たな愛
農土シリーズを開発しており、販売単価を値下げし、平成30
年度から供給を開始することとしています。

Ｑ��東日本大震災以来、営農アドバイザーに手厚く指導してもらっ
た。昨年の台風１０号でも農作物の被害を受けたが、営農アド
バイザーの指導のお陰で出荷することが出来た。これからもお
願いしたい。

Ａ��沿岸地域の営農アドバイザーは今年から２人配置するとともに、
行政と連携して毎日指導出来る体制を構築しました。また、平
成28年度から各地域の中核農家を「農の匠」として任命し、農
業者の所得増大と農業生産の拡大を目的に営農指導体制を強
化しています。今年は２９人を任命し、より厚みのある営農指導
体制を構築します。

Ｑ��協同組合としての理念を忘れないでほしい。
Ａ��協同組合の基本理念は「一人では解決できない共通の願い、悩
みや課題を人々が助け合い、力をあわせて解決する」ことです。
人と人との集まりの団体であり、助けあい精神こそが最も大切で
す。基本理念のもと、役職員が一丸となって活動を展開してい
きます。また、政府・規制改革推進会議などにおいては、ＪＡ
全中の一般社団法人化、全農の株式会社化、准組合の利用
規制の導入など、いろいろと議論されていますが、ＪＡ自ら改革
を進めていきます。

Q
&A

第
19
回
通
常
総
代
会

　
Ｊ
Ａ
は
５
月
26
日
、
通
常
総
代
会
を
花

巻
温
泉
「
ホ
テ
ル
千
秋
閣
」
で
開
き
、
花

巻
・
北
上
・
西
和
賀
・
遠
野
の
各
地
域
の

総
代
数
９
９
４
人
の
う
ち
、９
５
１
人（
書

面
議
決
を
含
む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
高
橋
専
太
郎
組

合
長
は
５
月
に
発
覚
し
た
不
祥
事
に
つ
い

て
、
組
合
員
の
皆
様
に
深
く
お
詫
び
し
、

役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
再
発
防
止
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

広
域
合
併
以
来
、
財
務
改
善
に
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、
経
常
利
益
９
億
83
百
万
円
、

当
期
剰
余
金
７
億
59
百
万
円
、
自
己
資
本

比
率
14
・
09
％
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

組
合
員
の
皆
様
へ
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
農
業
を
守
る
Ｊ
Ａ
の
使

命
を
果
た
す
た
め
、
今
後
の
具
体
的
施
策

を
示
し
な
が
ら
、
農
家
、
農
業
、
地
域
の

活
性
化
に
向
け
て
組
合
員
の
皆
様
と
共
に
、

役
職
員
全
員
が

一
丸
と
な
っ
て

全
力
を
尽
く
し

て
い
く
事
を
力

強
く
伝
え
ま

し
た
。

原
案
ど
お
り
全
７
議
案
を
承
認

　
議
事
で
は
、議
長
に
金
澤
英
治
総
代（
花

巻
地
域
太
田
地
区
）と
多
田
誠
一
総
代（
遠

野
地
域
宮
守
地
区
）
を
選
任
。
平
成
29
年

度
事
業
計
画
や
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
な

ど
、
全
７
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

自
己
改
革
の
実
践

　
自
己
改
革
の
実
践
に
関
す
る
決
議
が
行

わ
れ
、
更
な
る
自
己
改
革
の
実
践
に
邁
進

す
る
こ
と
を
参
加
者
全
員
で
誓
い
合
い
ま

し
た
。
ま
た
、
最
後
に
は
同
日
の
総
代
会

を
も
っ
て
退
任
す
る
高
橋
専
太
郎
組
合
長

へ
、
農
家
組
合
員
の
く
ら
し
と
営
農
活
動

の
向
上
、
農
業
の
活
性
化
な
ど
、
Ｊ
Ａ
運

営
に
力
を
注
ぎ
続
け
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

革
新
と
経
緯
に
、
議
長
を
務
め
た
両
総
代

が
謝
辞
を
述
べ
、
参
加
者
全
員
で
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
た
。

第19回

通
常
総
代
会

　
Ｊ
Ａ
は
５
月
26
日
、
第
19
回
通
常
総

代
会
を
行
い
、
平
成
28
年
度
の
事
業

実
績
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
平
成
29

年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
提
案
し
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

後
の
よ
り
良
い
Ｊ
Ａ
運
営
に
向
け
た
質

疑
応
答
が
な
さ
れ
、
会
場
は
活
気
に
溢

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
通
常
総
代
会
の

様
子
に
加
え
、
平
成
28
年
度
の
事
業

報
告
と
、
自
己
改
革
の
内
容
を
踏
ま
え

た
上
で
取
り
組
む
平
成
29
年
度
事
業

計
画
に
つ
い
て
の
方
向
性
を
お
伝
え
す

る
と
と
も
に
、
役
員
改
選
で
決
定
し
た

新
役
員
体
制
を
紹
介
し
ま
す
。
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組合員
表彰

農
事
組
合
法
人

胡
四
王
み
ら
い
（
花
巻
市
矢
沢
）

代
表
理
事
　
中
島
　
一

経
営
お
よ
び
技
術
の
特
徴

　
平
成
６
年
よ
り
前
身
の
花
巻
市
水
稲
種
子
生
産

組
合
で
優
良
種
子
生
産
に
取
り
組
み
、
平
成
26
年

３
月
に
法
人
を
設
立
し
自
主
運
営
に
よ
る
種
子
乾

燥
調
製
施
設
を
建
設
。
種
苗
セ
ン
タ
ー
と
の
出
荷

契
約
数
量
を
毎
年
達
成
し
、
Ｊ
Ａ
管
内
の
ほ
か
県

内
外
の
水
稲
種
子
の
供
給
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
転
作
部
門
で
は
土
地
利
用
型
作
物
の
小
麦
、
大

豆
、
雑
穀
を
生
産
し
て
お
り
、
排
水
・
除
草
対
策

や
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
反
収
・
品
質

向
上
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度

か
ら
は
育
苗
を
受
託
し
、
育
苗
後
の
遊
休
ハ
ウ
ス

を
有
効
活
用
し
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
し
、
経
営

の
安
定
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

功
績
お
よ
び
地
域
へ
の
影
響

　
転
作
部
門
を
担
っ
て
い
た
胡
四
王
生
産
組
合
を
平

成
27
年
に
統
合
し
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
地
域
の
農
地
集
積
を
進
め
た
結
果
、
集

積
率
は
62
・
２
％
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
胡
四
王

地
区
に
隣
接
す
る
中
山
間

地
域
の
転
作
作
業
を
受
託

し
、
担
い
手
不
足
の
解
消

と
中
山
間
地
の
景
観
維
持

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

瀬
川
　栄
一
（
北
上
市
二
子
町
）

経
営
お
よ
び
技
術
の
特
徴

　
経
営
は
二
子
さ
と
い
も
57
ａ
と
大
玉
ト
マ
ト
26

ａ
が
中
心
で
、
地
域
の
生
産
法
人
に
加
入
。
二
子

さ
と
い
も
の
連
作
障
害
対
策
と
し
て
、
生
産
法
人

と
連
携
し
、
米・大
豆・二
子
さ
と
い
も
の
ほ
場
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。大
玉
ト
マ
ト
は
、

平
成
14
年
よ
り
養
液
土
耕
栽
培
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
作
業
効
率
を
上
げ
な
が
ら
長
期
安
定
出
荷
に

向
け
た
経
営
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

功
績
お
よ
び
地
域
へ
の
影
響

　
良
質
生
産
を
行
い
な
が
ら
、
二
子
さ
と
い
も
の

多
収
技
術
や
良
品
安
定
の
た
め
の
培
養
苗
の
育
成
・

普
及
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
平
成
24
年
に

は
大
手
量
販
店
や
行
政
と
連
携
し
設
立
し
た
二
子

さ
と
い
も
推
進
研
究
会
に
お
い
て
「
フ
ー
ド
ア
ル
チ

ザ
ン
（
食
の
匠
）」
の
認
定
と
活
動
に
尽
力
し
た
ほ

か
、
平
成
27
年
か
ら
始
め
た
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）

保
護
制
度
登
録
へ
の
推
進
活
動
に
お
い
て
は
、
生

産
者
の
取
り
ま
と
め
や
認
証
登
録
団
体
の
設
立
に

向
け
て
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

南
川
　信
一
（
西
和
賀
町
沢
内
）

経
営
お
よ
び
技
術
の
特
徴

　
経
営
は
リ
ン
ド
ウ
95
・
２
ａ
、
水
稲
１
７
８
・５
ａ
、

ユ
リ
栽
培
な
ど
の
ハ
ウ
ス
８
棟
、
西
和
賀
オ
リ
ジ
ナ

ル
リ
ン
ド
ウ
を
中
心
と
し
、
リ
ン
ド
ウ
の
育
種
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
西
和
賀
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
委
託

を
受
け
、
育
種
ほ
場
20
ａ
と
育
種
・
育
苗
ハ
ウ
ス

２
棟
で
、
管
理
と
育
種
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ユ

リ
の
栽
培
は
高
品
質
を
維
持
し
、
地
域
の
模
範
と

し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

功
績
お
よ
び
地
域
へ
の
影
響

　
花
き
生
産
や
西
和
賀
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ン
ド
ウ
の

育
種
開
発
に
尽
力
し
、
仲
間
作
り
や
地
域
を
越
え

た
活
動
を
展
開
し
、
岩
手
県
の
花
き
振
興
に
貢
献
。

育
種
は
専
門
的
な
知
識
を
発
揮
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

リ
ン
ド
ウ
の
試
験
ほ
場
や
素
材
の
提
供
、
交
配
技

術
や
的
確
な
助
言
と
指
導
を
し
、
西
和
賀
オ
リ
ジ

ナ
ル
リ
ン
ド
ウ
「
錦
秋
の
風
」
が
「
２
０
１
６
い
わ

て
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
最
優
秀
賞
「
農
林
水

産
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

地域農業の振興と農業協同組合の発展に尽くし、その功績が極めて顕著であって、
他の模範と認められた団体と個人を通常総代会の中で表彰しました。

ＪＡいわて花巻
組合員表彰受賞者

平
成
28
年
度

事
業
報
告

第
３
次
中
期
経
営
計
画
初
年
度

　
平
成
28
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
事

業
・
組
織
の
根
幹
に
関
わ
る
改
正
農
協

法
が
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
や
、
政

府
の
規
制
改
革
会
議
の
過
剰
介
入
に
よ
る

「
農
協
改
革
に
関
す
る
意
見
」の
提
示
、
米

国
新
大
統
領
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
永
久

離
脱
表
明
に
伴
う
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
へ
の

動
き
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
、
極
め
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
下
で

推
移
し
ま
し
た
。
ま
た
、
異
常
気
象
に
よ

る
自
然
災
害
が
発
生
す
る
中
、
昨
年
８
月

の
台
風
10
号
に
よ
り
、
管
内
で
は
遠
野
・

沿
岸
地
域
の
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
農
家
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
Ｊ
Ａ
の
自
己

改
革
取
組
事
項
を
踏
ま
え
た
第
３
次
中

期
経
営
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
掲
げ

た
基
本
目
標「
農
業
者
の
所
得
増
大
・
農

業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
・
協

同
活
動
の
活
性
化
」「
結
び
つ
き
強
化
・

経
営
基
盤
強
化
」の
達
成
に
向
け
、
役
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
消
費
者
の
信
頼
に
応
え
、
安
全
・
安

心
な
農
畜
産
物
を
持
続
的
・
安
定
的
に

供
給
す
る
地
域
農
業
を
支
え
、
組
合
員

の
農
業
所
得
確
保
・
増
大
を
支
え
る
姿

を
目
指
し
、
以
下
の
７
項
目
を
重
点
に

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
販
売
事
業
で
は
、
米
卸
や
実
需
者

か
ら
指
定
さ
れ
る
産
地
の
確
立
を
目
指

し
、
継
続
し
て
米
集
荷
２
０
０
万
袋
運

動
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
第
二
次
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
倍
増
運
動
を
は
じ
め
、
一
億

円
販
売
園
芸
団
地
の
推
進
や
地
域
特
性

を
生
か
し
た
重
点
品
目
野
菜
な
ど
を
核

と
し
た
園
芸
生
産
の
拡
大
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
販
売
品
販
売
高
合
計
は
２
３
８
億

48
百
万
円
で
、
前
年
・
計
画
以
上
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
生
活
イ
ン

フ
ラ
機
能
の
一
翼
を
担
い
、
協
同
の
力
で

豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
以
下
の
２

項
目
を
重
点
に
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
農
家
組
合
・
青
年
部
・
女
性
部
と
の

連
携
に
よ
り
、
１
支
店
１
協
同
活
動
や
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ン
な
ど
く
ら
し
の
活
動
を
通

じ
て
、
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の
結
び
つ

き
強
化
を
図
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
、
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根

ざ
し
た
信
頼
さ
れ
る
協
同
組
合
と
し
て

存
立
し
て
い
る
姿
を
目
指
し
、
以
下
の
２

項
目
を
重
点
に
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
施
設
整
備
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
グ
リ
ー
ン
ホ
ー

ム
落
合
」の
新
築
建
替
や
、
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
ど
ろ
き
」の
新
築
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

⒈  

集
落
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
に
よ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

⒉ 

農
業
者
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大

⒊ 

新
た
な
販
売
体
制
の
構
築

⒋ 

地
産
地
消

⒌ 

利
用
施
設
の
効
率
化
と
採
算
性
の
改
善

⒍ 

営
農
指
導
体
制
の
構
築

⒎  

生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
と
農
業
生
産
の

省
力
化
・
効
率
化

⒈  

く
ら
し
の
活
動
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化

⒉  

総
合
事
業
を
通
じ
た
生
活
イ
ン
フ
ラ
機
能

の
発
揮

⒈  

結
び
つ
き
強
化
に
よ
る
協
同
活
動
の
活
性
化

⒉ 

財
務
基
盤
強
化
と
経
営
健
全
化

農
業
者
の
所
得
増
大
、

農
業
生
産
の
拡
大

地
域
の
活
性
化
、

協
同
活
動
の
活
性
化

結
び
つ
き
強
化
、

経
営
基
盤
強
化

農業

くらし

経営
組織

取り組みの成果
～自己資本比率14.09％～

自己資本比率

　経常利益は9億83百万円、
計画対比113.9％、当期剰余
金は7億59百万円、計画対
比138.8％の実績となりました。
自己資本比率は14.09％となり
ました。
　農業・農政の先行きが不透
明な状況の中、組合員各位の
ご理解により、こうした成果を
上げることができました。

� 26年度� 27年度� 28年度

� 14.73
� � 14.12� 14.09

%
16

15

14

13

12

平成２０年～二子さといも
生産組合副組合長／平
成２３年～二子さといも生
産組合組合長、北上地
域野菜部会さといも専門
部長、北上地域野菜部
会副部会長を２期６年

平成７年～西和賀花卉振興
協議会代表／平成10年～
27年西和賀花卉生産組合
長／平成18年～２３年全農
いわて大型花卉経営者協議
会長／平成19年～ＮＰＯ法
人西和賀農業振興センター
副理事長
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・�

地
域
別
重
点
品
目
の
生
産
拡
大
・
反
収
向
上
、
高
齢
者
や

女
性
向
け
軽
労
力
品
目
の
普
及
拡
大

・�

ブ
ラ
ン
ド
力
の
維
持
や
生
産
販
売
の
拡
大

・�

園
芸
生
産
の
拡
大
に
向
け
た
水
田
農
業
と
園
芸
品
目
の
複

合
経
営
に
よ
る
「
一
億
円
販
売
園
芸
団
地
」
の
推
進

・�「
第
二
次
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
作
付
倍
増
運
動
」
と
県
内
一
の
産

地
と
し
て
品
質
・
反
収
向
上
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化

・�

果
樹
産
地
構
造
改
革
計
画
に
基
づ
く
果
樹
の
優
良
品
種
・

系
統
へ
の
改
植
に
よ
る
産
地
の
維
持
・
強
化

・�

花
き
主
要
品
目
の
各
地
域
産
地
拡
大
実
践
プ
ラ
ン
に
よ
る

生
産
拡
大
と
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
の
生
産
拡
大

・�

原
木
椎
茸
の
出
荷
制
限
解
除
と
菌
床
椎
茸
の
生
産
拡
大

園

芸

一
億
円
販
売
園
芸
団
地
の
推
進

平
成
29
年
度

事
業
計
画

自
己
改
革
を
着
実
に
実
践

　
今
年
度
は
Ｊ
Ａ
広
域
合
併
10
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
今
日
ま
で
積
み
上
げ
て

き
た
成
果
を
生
か
し
、
組
合
員
の
営
農
・

生
活
の
安
定
と
豊
か
で
く
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
相
互
扶
助

の
精
神
の
も
と
、
Ｊ
Ａ
が
そ
の
役
割
を
発

揮
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
昨
年
度
、
第
３
次
中

期
経
営
計
画（
平
成
28
年
度
～
平
成
30
年

度
）で
掲
げ
た「
農
業
者
の
所
得
増
大
・
農

業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
・
協

同
活
動
の
活
性
化
」「
結
び
つ
き
強
化
・

経
営
基
盤
強
化
」を
基
本
目
標
と
し
て
、

地
域
に
軸
足
を
置
い
た
組
織
運
営
で
自
己

改
革
を
着
実
に
実
践
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
販
売
額
２
５
０
億
円

　
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
を
持
続
的
・

安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
の
基
盤
で
あ
る

地
域
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
複
合
経
営
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
億
円
販
売
園
芸
団
地
や
第
二

次
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
作
付
倍
増
運
動
の
継
続

的
な
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
ブ
ラ
ン
ド
銘

柄
の
確
立
に
向
け
た「
銀
河
の
し
ず
く
」の

作
付
面
積
の
拡
大
を
生
産
振
興
の
柱
と

し
、
あ
わ
せ
て
担
い
手
経
営
体
へ
の
経
営

支
援
を
行
い
ま
す
。

地
域
を
支
え
る
く
ら
し
の
活
動

　
信
用
・
共
済
を
は
じ
め
と
し
た
総
合
事

業
の
展
開
で
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
一
翼
を

担
っ
て
地
域
を
支
え
る
と
と
も
に
、
工
事

着
工
し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
所
し
、
高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
支
店
協
同
活
動
な
ど
を
中
心

と
し
た
く
ら
し
の
活
動
を
通
じ
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

結
び
つ
き
・
組
織
基
盤
の
強
化

　
組
織
・
経
営
分
野
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
歴
史
的
伝
統
文
化
を
背
景
と
し
た
支
店

行
動
計
画
の
実
践
に
よ
り
、
組
合
員
・
地

域
住
民
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
な
が
ら
組

織
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
農
業
お
よ
び
協
同
組
合
へ

の
理
解
醸
成
を
図
る
た
め
幅
広
く
情
報
を

発
信
し
ま
す
。「
地
域
か
ら
自
慢
さ
れ
る

Ｊ
Ａ
、
職
員
が
自
慢
で
き
る
Ｊ
Ａ
」を
目

指
し
、
職
員
の
育
成
と
、
財
務
基
盤
お
よ

び
内
部
統
制
の
強
化
に
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
取
組
事
項
を
踏
ま
え
「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」
を
最
重
点
目
標
と
し
て
、
継
続
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
１
．
地
域
生
産
力
を
生
か
し
た
取
り
組
み

　
２
．
担
い
手
の
育
成
と
農
地
の
集
積
に
よ
る
営
農
振
興

　
３
．
販
売
・
指
導
体
制
の
構
築

　
４
．
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
な
ら
び
に
生
産
労
働
力
の
軽
減

　
５
．
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
生
産
と
消
費
者
へ
の
発
信

　
６
．
鳥
獣
被
害
対
策

　
内
部
管
理
態
勢
の
強
化
に
取
り
組
み
、
健
全
な
経
営
と
透
明
性

の
高
い
信
頼
さ
れ
る
組
織
風
土
を
作
り
ま
す
。

１
．
内
部
監
査
の
充
実
・
強
化

２
．
監
事
監
査
・
外
部
監
査
と
の
連
携
強
化

３
．
内
部
統
制
の
整
備
・
充
実

　「
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の

実
現
」
を
目
指
し
、
く
ら
し
の
活
動
の
強
化
に
向
け
て
、
子
ど
も
・

女
性
・
高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん
組
合
員
・
地
域
住
民
の
参
加
・
参

画
を
図
り
、
魅
力
あ
る
活
動
の
提
案
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
支
援
の
新
た
な
展
開
に
対
応
し
な

が
ら
安
全
・
安
心
な
福
祉
・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
、
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
１
．
く
ら
し
の
活
動
を
強
化
す
る
魅
力
あ
る
活
動
の
提
案

　
２
．
安
心
し
て
く
ら
せ
る
地
域
社
会
へ
の
貢
献

生
活
福
祉
事
業

営
農
事
業

　
地
域
へ
の
貢
献
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
組
合
員
の
く
ら

し
に
寄
り
添
い
、「
安
全
・
安
心
か
つ
有
利
」
の
理
念
を
基
本
と

し
て
、
利
用
者
皆
様
の
支
持
を
獲
得
・
拡
大
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
地
域
に
根
ざ
し
た
Ｊ
Ａ
と
し
て
充
実
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

　
１
．
農
業
メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
の
強
化

　
２
．
生
活
メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
の
強
化

　
３
．
資
金
運
用

　
４
．�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
徹
底

　
５
．
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
対
策

信
用
事
業

　「
組
合
員
・
利
用
者
の
た
め
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
対
話
を
大

切
に
し
た
既
加
入
者
の
全
戸
訪
問
を
展
開
し
、
一
人
ひ
と
り
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
や
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
安
心
と
満
足
、
信
頼
関
係
を

高
め
ま
す
。
ま
た
、
未
加
入
者
へ
の
取
り
組
み
強
化
と
、「
ひ
と
・

い
え
・
く
る
ま
の
総
合
保
障
」
の
提
案
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
１
．�

総
合
保
障
の
提
供
と
加
入
内
容
説
明
に
よ
る
保
障
点
検

の
強
化

　
２
．�

共
済
渉
外
活
動
を
中
心
と
し
た
次
世
代
層
・
ニ
ュ
ー
パ
ー

ト
ナ
ー
拡
大
と
対
応
力
強
化

　
３
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
徹
底

共
済
事
業

　
第
３
次
中
期
経
営
計
画
で
掲
げ
た
農
業
・
く
ら
し
・
経
営
・
組

織
の
分
野
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
、
引
き
続
き
自
己
改
革
の

実
践
に
邁
進
し
、
魅
力
増
す
農
業
・
農
村
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
支
店
を
中
心
と
し
た
く
ら
し
の
活
動
な
ど
の

展
開
に
よ
り
、
組
合
員
の
「
我
が
Ｊ
Ａ
」
意
識
の
向
上
と
地
域
に

信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
ま
す
。

　
１
．
支
店
を
中
心
と
し
た
Ｊ
Ａ
運
営
の
実
践

　
２
．
協
同
活
動
の
活
性
化
と
交
流
拡
大

　
３
．
地
域
農
業
お
よ
び
協
同
組
合
へ
の
理
解
醸
成

　
４
．
経
営
管
理
の
徹
底
に
よ
る
財
務
基
盤
強
化

　
５
．
組
合
員
の
期
待
に
応
え
る
職
員
の
育
成

　
６
．
宅
地
等
開
発
計
画

企
画
管
理

　
組
合
員
お
よ
び
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
事
業
を
展

開
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
と
業
務
の
有

効
性
・
効
率
性
を
重
視
し
た
リ
ス
ク
管
理
お
よ
び
内
部
統
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
１
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践

　
２
．
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
強
化

リ
ス
ク
管
理

監
査

・�

集
落
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維

持
へ
の
支
援

・�

農
用
地
の
利
用
調
整
へ
の
支
援
や
経
営
所
得
安
定
対
策
を

推
進
、
担
い
手
経
営
体
の
要
望
に
応
え
る
支
援
強
化

・
販
売
・
指
導
体
制
の
構
築
と
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

・�

安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
提
供
と
地
産
地
消
活
動

営
農
振
興

集
落
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
と
経
営
支
援

・�「
銀
河
の
し
ず
く
」
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
特
Ａ
評
価
の
獲
得

と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

・�

多
収
栽
培
の
取
り
組
み
と
複
数
年
契
約
に
よ
る
農
業
者
の

所
得
増
大
、
米
集
荷
２
０
０
万
袋
運
動
に
よ
る
消
費
地
か

ら
求
め
ら
れ
る
米
産
地
の
確
立

・�

除
草
剤
の
散
布
条
件
・
方
法
な
ど
の
情
報
提
供
や
技
術
指

導
の
徹
底
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
稲
作
り
と
Ｊ
Ａ
米
の

品
質
向
上
・
維
持
に
向
け
た
投
入
資
材
の
推
進

・
小
麦
・
大
豆
・
雑
穀
の
反
収
向
上

米

穀

水
田
フ
ル
活
用
の
構
築

・�

水
稲
肥
料
愛
農
土
シ
リ
ー
ズ
の
見
直
し

・�

各
種
奨
励
対
策
の
継
続
と
Ｂ
Ｂ
肥
料
大
規
模
農
家
対
策
に

よ
る
生
産
者
支
援

・�

担
い
手
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
活
用
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減

・�

い
も
ち
防
除
剤
の
適
期
防
除
の
啓
蒙

・�

作
業
省
力
型
農
薬
、
大
型
規
格
農
薬
の
普
及
拡
大

生
産
資
材

コ
ス
ト
低
減
・
労
力
軽
減

・
生
産
性
の
向
上
や
維
持
・
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

・�

生
産
調
整
と
連
動
し
た
Ｗ
Ｃ
Ｓ
※

の
実
用
化
・
研
修
会
の

開
催
に
よ
る
粗
飼
料
自
給
率
向
上

・
公
共
牧
野
・
施
設
の
利
用
に
よ
る
低
コ
ス
ト
生
産

・
人
工
授
精
業
務
の
広
域
連
携
体
制
の
構
築
と
充
実

・
後
継
者
の
交
流
会
を
開
催

畜

産

生
産
基
盤
体
制
の
整
備

・�

Ｊ
Ａ
産
直
４
店
舗
を
核
と
し
た
事
業
の
拡
大
と
周
年
出
荷

体
制
の
構
築
、
栽
培
面
積
の
拡
大
と
多
種
・
多
様
な
生
産

に
よ
る
組
合
員
の
所
得
増
大

・�

支
店
・
関
係
部
署
と
の
連
携
に
よ
る
後
継
者
育
成
と
、
高

齢
者
会
員
に
対
応
し
た
集
荷
業
務
の
構
築

・�

食
の
提
案
と
６
次
産
業
化
事
業
の
活
性
化

産

直

事
業
拡
大
と
生
産
・
出
荷
体
制
の
構
築
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理事

髙
た か

橋
は し

　光
こ う

司
じ

（花巻市金矢）

常務理事（金融・共済担当）

長
な が

原
は ら

　典
の り

夫
お

（花巻市東和町）

理事

菅
す が

原
わ ら

　一
か ず

彦
ひ こ

（北上市臥牛）

理事

佐
さ

々
さ

木
き

　重
じゅう

吾
ご

（大槌町大槌）

理事

佐
さ

々
さ

木
き

　久
ひ さ

雄
お

（花巻市石鳥谷町）

理事

熊
く ま

谷
が い

　正
ま さ

克
か つ

（花巻市石鳥谷町）

常務理事（営農・生活福祉担当）

佐
さ

藤
と う

　力
り き

夫
お

（花巻市太田）

代表理事組合長

阿
あ

部
べ

　勝
か つ

昭
あ き

（花巻市葛）

理事

菊
き く

池
ち

　正
ま さ

志
し

（北上市和賀町）

理事

本
も と

舘
た て

　博
ひ ろ

子
こ

（花巻市北笹間）

監事

久
く

保
ぼ

　公
き み

正
ま さ

（釜石市唐丹町）

理事

玉
た ま

山
や ま

　孝
た か

光
み つ

（花巻市石鳥谷町）

理事

松
ま つ

田
だ

　富
と み

雄
お

（北上市相去町）

常勤監事

三
み

浦
う ら

　正
ま さ

寿
と し

（盛岡市向中野）

理事

菊
き く

池
ち

　正
ま さ

明
あ き

（遠野市青笹町）

代表理事専務

島
し ま

津
づ

　秀
しゅう

三
さ ぶ

郎
ろ う

（北上市口内町）

理事

加
か

藤
と う

　勝
か つ

信
の ぶ

（北上市和賀町）

理事

太
お お

田
た

代
し ろ

　良
りょう

市
い ち

（遠野市宮守町）

員外監事

柳
やなぎ

谷
や

　敬
た か

志
し

（盛岡市西見前）

理事

小
こ

森
も り

田
た

　裕
や す

之
ゆ き

（花巻市石鳥谷町）

理事

伊
い

藤
と う

　清
せ い

孝
こ う

（花巻市桜町）

理事

髙
た か

橋
は し

　弘
ひろし

（西和賀町巣郷）

理事

石
い し

川
か わ

　清
き よ

正
ま さ

（北上市和賀町）

監事

髙
た か

橋
は し

　清
せ い

純
じゅん

（北上市和賀町）

理事

八
や

重
え

樫
が し

　京
きょう

子
こ

（北上市二子町）

理事

藤
ふ じ

本
も と

　一
か ず

廣
ひ ろ

（花巻市北笹間）

代表監事

佐
さ

々
さ

木
き

　幸
ゆ き

雄
お

（花巻市東和町）

理事

藤
ふ じ

舘
た て

　政
ま さ

義
よ し

（花巻市大迫町）

代表理事副組合長

髙
た か

橋
は し

　勉
つとむ

（花巻市鍋倉）

理事

小
お

田
だ

島
し ま

　友
と も

衛
え

（花巻市東十二丁目）

理事

髙
た か

橋
は し

　テツ
（花巻市鍋倉）

監事

照
て る

井
い

　重
し げ

光
み つ

（西和賀町沢内）

理事

川
か わ

﨑
さ き

　勇
ゆ う

一
い ち

（釜石市鵜住居町）

理事

新
に っ

田
た

　実
みのる

（花巻市東和町）

理事

鎌
か ま

田
た

　春
は る

夫
お

（花巻市大畑）

理事

菅
す が

原
わ ら

　一
か ず

雄
お

（遠野市東舘町）

理事

安
あ ん

藤
ど う

　勝
か つ

隆
た か

（花巻市中根子）

理事

高
た か

橋
は し

　洋
ひ ろ

志
し

（北上市飯豊）

理事

菅
か ん

野
の

　寛
ひろし

（花巻市東和町）

理事

菊
き く

池
ち

　範
の り

子
こ

（遠野市松崎町）

理事

吉
よ し

田
だ

　正
しょう

志
し

（西和賀町沢内）

理事

菊
き く

池
ち

　春
は る

夫
お

（北上市滑田）

新
役
員
紹
介

役
員
の
任
期
は
３
年
間
で
す
。

通
常
総
代
会
に
お
い
て
理
事
36
人
、
監
事
６
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
代
表
理
事
組
合
長
に
阿
部
勝
昭
が
就
任
し
、
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

理
　事

監
　事
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Ｊ
Ａ
や
花
巻
市
な
ど
で
組
織
す
る「
は
な

ま
き
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」

は
５
月
11
〜
12
日
、
東
京
都
大
田
区
立
大
森

第
六
中
学
校
の
３
年
生
１
３
５
人
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
の
一
環
で
訪
れ
、
生
徒
た
ち
は

農
家
36
戸
に
分
か
れ
て
田
植
え
や
野
菜
の
定

植
、
農
家
民
泊
を
体
験
。
花
巻
市
太
田
の
藤

原
恵
子
さ
ん（
68
）宅
で
は
12
日
、
４
人
が
リ

ン
ゴ
の
摘
花
を
体
験
し
、
藤
原
さ
ん
と
交
流

を
深
め
な
が
ら
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

荒
川
真
穂
さ
ん
は「
コ
ツ
コ
ツ
と
作
業
を

続
け
る
農
家
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
」と

話
し
、
藤
原
さ
ん
は「
花
巻
市
の
農
作
物
を

好
き
に
な
り
、
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
い
て
ほ

し
い
」と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

花
巻
市
産
地
直
売
所
連
絡
協
議
会
は
、
市

内
10
カ
所
の
産
直
店
で
７
月
10
日
ま
で
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
盟
店
で
税
込
５
０
０
円
以
上
の
買
い
物

を
す
る
と
ス
タ
ン
プ
が
押
せ
、
全
店
分
を
集

め
る
と
５
０
０
円
分
、
６
カ
所
で
３
０
０
円

分
の
お
買
物
券
が
も
ら
え
ま
す
。
特
産
物
が

抽
選
で
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

葛
巻
繁
幸
産
直
課
長
は「
ラ
リ
ー
を
き
っ

か
け
に
多
く
の
お
客
様
に
来
店
し
て
も
ら
い

た
い
。
生
産
者
は
安
全
安
心
で
新
鮮
な
農
作

物
や
加
工
品
を
出
荷
し
て
い
る
。
他
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
違
う
産
直
の
素
晴
ら
し

さ
や
、
地
物
の
良
さ
を
感
じ
て
貰
い
た
い
」

と
ラ
リ
ー
へ
の
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

詳
細
は
同
会
事
務
局 

☎
０
１
９
８-

48-

２
７
６
０

　

花
巻
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
は
、
５
月
28

日
、
組
合
員
の
谷
川
富
夫
さ
ん
の
水
田（
花

巻
市
胡
四
王
）で「
泥
ん
こ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
」

を
開
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
子
ど
も
約
30
人
が
参
加
し
、
泥
だ

ら
け
に
な
り
な
が
ら
水
田
を
駆
け
回
り
、
白

熱
プ
レ
ー
を
展
開
。
阿
部
流る

李い

斗と

く
ん（
５
）

は「
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
。
田
ん
ぼ
は
気

持
ち
い
い
」と
微
笑
み
ま
し
た
。
競
技
交
流

後
の
水
田
で
は
、
参
加
者
全
員
で「
ひ
と
め

ぼ
れ
」の
苗
の
手
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
協
会
顧
問
も
務
め
る
谷
川
さ
ん
は「
子

ど
も
た
ち
が
田
植
え
や
農
業
に
触
れ
る
き
っ

か
け
を
作
り
た
か
っ
た
。
初
の
試
み
だ
っ
た

が
皆
が
楽
し
ん
で
く
れ
た
。
競
技
の
知
名
度

向
上
に
も
繋
げ
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
管
内
の
各
地
域
の
小
学
校
は
５
月
、

田
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
は
水
田

の
持
ち
主
と
共
に
指
導
役
と
し
て
参
加
し
、

児
童
と
汗
を
流
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
丁

寧
に
苗
を
植
え
付
け
、
食
と
農
の
大
切
さ
を

身
を
持
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
に
は
、
遠
野
市
立
上
郷
小
学
校

の
５
年
生
12
人
が
同
市
上
郷
町
に
あ
る
菊
池

正
則
さ
ん
の
水
田
８
a
に
手
植
え
で
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
少
し
肌
寒
い
天
気
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
水
田
に
裸
足
で
入
っ
た
児
童
た
ち

は
、
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も「
ヒ
メ
ノ
モ
チ
」

を
丁
寧
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

佐
々
木
智
史
く
ん
は「
泥
だ
ら
け
に
な
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
収
穫
す
る
の
が
楽
し

み
」と
話
し
ま
し
た
。

花巻市の農業の魅力を伝える 　グリーン・ツーリズムで東京都の中学生を受け入れ

花巻市内10の産直店でスタンプラリー 　ＪＡの母ちゃんハウスだぁすこやすぎの樹も参加 田んぼでハンドボール！笑顔輝くはつらつプレー！ 　田んぼで「泥んこハンドボール」と「田植え体験」

農作業を通じて食農教育 　各地域で小学生が田植え体験

　
Ｊ
Ａ
が
毎
年
行
っ
て
い
る
食
農
教
育
事
業「
ち
ゃ

ぐ
り
ん
ス
ク
ー
ル
」が
５
月
13
日
、
今
年
度
の
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
は「
６
つ
の
し
ょ
く
を
感
じ
よ
う
〜
食
・
植
・

触
・
色
・
飾
・
職
〜
」を
テ
ー
マ
に
、
学
年
別
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
。
小
学
１
〜
２
年
生
は
親
子
体
験

教
室
と
し
、
大
豆
の
栽
培
や
み
そ
・
豆
腐
作
り
を
中

心
に
保
護
者
と
共
に
体
験
し
、
３
〜
４
年
生
は
田
ん

ぼ
学
習
と
畑
作
業
、
５
〜
６
年
生
は
調
理
実
習
を
中

心
に
学
習
し
ま
す
。
年
齢
に
沿
っ
た
内
容
と
す
る
こ

と
で
、
食
と
農
に
つ
い
て
よ
り
深
く
学
ん
で
も
ら
お

う
と
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
来
年
１
月
ま
で
の
各
通
年
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
、
計
93
人
が
ス
ク
ー
ル
を
通
し
て「
い

の
ち
・
農
業
・
食
べ
物
の
大

切
さ
」や「
ふ
る
さ
と
に
対
す

る
誇
り
」を
肌
で
感
じ
、
学

び
ま
す
。

　

初
回
と
な
っ
た
13
日
は
、

各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な〝
し
ょ
く
〞を
体
験
。

大
豆
の
種
ま
き
や
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
種
イ
モ
の
植
え
付
け
、

田
植
え
機
を
使
っ
た
田
植
え

の
見
学
の
ほ
か
、
米
の
研

ぎ
方
や
包
丁
の
使
い
方
を
学

び
、
手
ま
り
お
に
ぎ
り
を
作

る
な
ど
の
調
理
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
１
〜
２

年
生
と
そ
の
保
護
者
、
５
〜

６
年
生
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

野
菜
な
ど
を
栽
培
す
る「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
プ
ラ
ン

タ
ー
」作
り
に
挑
戦
。
Ｊ
Ａ
生
活
福
祉
活
動
リ
ー

ダ
ー
の
千
葉
一
甲
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
作
り
方

や
管
理
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
作
業
を
進
め
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
作
り
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
植
え

ま
し
た
。

　

今
年
も
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
Ｊ
Ａ
職
員
の
ほ
か
、

青
年
部
員
や
女
性
部
員
、
地
域
住
民
、
地
元
高
校

生
な
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
地
域
が
一

丸
と
な
り
運
営
し
、
農
業
や
地
元
農
畜
産
物
の
魅

力
な
ど
を
伝
え
、
農
業
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

いのち・農業・食べ物の大切さを伝える 　平成29年度ちゃぐりんスクールがスタート

	 ぽ	 ら	 ー	 の	 N	 E	 W	 S
地 域

の 話
題

1.一年間、元気に楽しく学びます2.種イモを植える児
童3.協力してペットボトルプランターを作る親子

1

2 3

一つ一つ丁寧にリンゴの摘花作業を行う生徒たち

「スタンプラリーに参加してもらいたい」と話す八重樫正基だぁすこ店長 田んぼのコートで、ゴールめがけてシュートを放つ参加者

慣れない田んぼの感触に歓声を上げる児童たち
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農業と組 合員を結 ぶ 営農 情 報あぐりネット
E I N O U  I N F O R M A T I O N

県内ナンバー1のアスパラガス産地をPR農の匠が実演指導！長年の経験で培った技術と知識、現場の技を伝授

SL銀河で花巻ブルーシリーズをPR

◆出発式を開催
　アスパラガスの栽培面積、販売額ともに県内トップ
の当JAは５月１日、アスパラガスの出発式をJA西南ア
スパラガス選果場（北上市和賀町）で開きました。
　生産者やJA、市場や行政などの関係機関約80人が
見守る中、テープカットでアスパラガスの出発を祝い、
270kgが積み込まれた第１便のトラックを参加者たち
で盛大に見送りました。
　野菜部会の佐藤祥行部会長は、「生産者の努力が
実り販売額が初めて２億を超えた。目標である作付面
積180haに向けて、関係機関一丸となって頑張ろう」と
力強く語りました。
　出発式では、アスパラガス料理
の試食会も行い、ピクルスやおに
ぎり、ポタージュスープやサラダ
など、アスパラガスを使
用した創作料理がズラリ
と並び、新鮮さとおいし
さをアピールしました。

◆アスパラガスの生育状況
　今年は、ここ数年の春と比べると気温が低く、雪解
けが遅く萌芽が遅れました。ほ場の適度な水分量や
昼夜の寒暖差が大きいことで甘みが増しています。出
荷のピークは５月中旬以降で、９月まで続きます。

　洋ナシとリンゴの「農の匠」
伊藤俊美さんのほ場（花巻
市石鳥谷）で5月15日、洋ナ
シの栽培指導会を行いまし
た。伊藤さんは味の濃い洋
ナシの作り方やその理屈を、摘
果の実技を加えながら丁寧に説明し、果実への養分

の行き渡らせ方や品種ごとの
栽培方法など、さまざまな技術
と知識を伝授。参加者は伊
藤さんが実演する作業の手
元に集中しながら、食い入る
ように話を聞きました。

　JAいわて花巻は、管内で生産する青色系統の花を
「花巻ブルー」と名付けPRをしています。JR東日本が
運行する青色車体の「SL銀河」の運行期間中は毎月、
乗客に花巻ブルーをプレゼントしています。
　SL銀河の乗客に花巻ブルーシリーズの花を毎月プ
レゼントする企画は今年で3年目で、毎年乗客から喜
ばれ好評を得ています。今シーズンも行いPRを強化し
ていきます。
　5月14日の母の日には、JA職員がSL銀河に乗り込
み、乗客に花巻ブルー
のオリジナルコースター
を配りながら、シリーズ
の花を紹介。乗車した
母親たちに、母の日に
「クレマチス」の花をプ
レゼントしました。

　花を受けとった垂井友子さん（35）は「思わぬ母の日
のプレゼントに驚いた。花が好きなのでとても嬉しい。
大切に育てます。花巻ブルーシリーズにも興味が出た」
と笑顔をみせました。

●お問い合わせ／営農推進部生産資材課☎ 0198-22-6192または、最寄りのグリーンセンターまで
※	定休日と営業時間はそれ
ぞれの店舗によって異なり
ますのでご確認ください。

６　月 ７　月
花　 巻 14日（水）／平日…８：30〜17：30／土・日・祝日…８：30〜17：00 無休　平日…8：30〜17：30／土・日・祝日…8：30〜17：00
石鳥谷 10日（土）／8：00〜17：30 ８日（土）／8：00〜17：30
大　 迫 土曜日・日曜日・祝日／8：30〜17：00 土曜日・日曜日・祝日／8：30〜17：00
東　 和 17日（土）／8：30〜18：00 15日（土）／8：30〜18：00
北　 上 25日（日）／平日…8：30〜18：00／土・日・祝日…8：30〜17：00 23日（日）／平日…8：30〜18：00／土・日・祝日…8：30〜17：00
西和賀 18日（日）／平日…8：30〜18：00／土・日・祝日…8：30〜17：00 16日（日）／平日…8：30〜18：00／土・日・祝日…8：30〜17：00
遠　 野 14日（水）／8：30〜18：00 12日（水）／8：30〜18：00

グリーンセンターの定休日
６月・７月の定休日と
営業時間は次の通
りです。ご確認の上
ご来店ください。

　ＪＡ全農いわての「純情
産地いわて宣伝本部長」
を務める女優ののんさん
による田植え体験イベント
を５月20日、農事組合法人なべくらのほ場（花巻市
鍋倉）で行いました。
　全農やＪＡ、法人構成員や地域住民など約60人
が見守る中、「宣伝本部長として全国に向けてＰＲ
します」と宣言し、同法人の藤井智

ち

利
とし

さんに指導
を受けながら田植えをしました。
　銀河のしずくは今年、県内800haで作付けし、Ｊ
Ａ管内では約300ha（昨年の４倍）で栽培します。
JAいわて花巻版の栽培マニュアルに沿って、高品

質で良食味米を生産し今年も
食味ランキングの特A評価の
獲得に向けて取り組みます。

銀河のしずくwithのん
田植え交流会

　JA管内では４月から、五輪牧野（花巻市東和
町）、宇瀬水牧野（花巻市大迫町）、寺沢牧場（遠
野市宮守町）、荒川牧場（遠野市附馬牛町）などの
各地域の牧野で放牧が始まりました。
　5月16日には水上牧野（北上市和賀町）で開牧式
が行われ、JAや北上市など30人が参加。畜霊塔の
前で拝礼し、放牧の安全と良質な牛の生産を祈願
しました。島津秀三郎専務は「広 と々した環境の中
で良い牛に育ってほしい。また、めまぐるしい畜産
情勢だが、JA全農と共に畜産農家を守っていく」
と力強くあいさつしました。

放牧野に預けるメリット
牛　：�開放的な屋外で、豊富な運動量と常に満足して

牧草を食べることで、ストレスの軽減や肥満対
策になります。

農家：�飼育や牛舎の管理の軽減で、農繁期の他作業
に集中することができます。

放牧始まる
牛ものびのび

農の匠・伊藤俊美さん

JR花巻駅

花巻温泉（株）

営農推進部園芸販売課
藤原賢調査役

2 0 17. 6 2 0 17. 6

A G R I . N E T

園 芸園 芸

園 芸

セブン-イレブン商品に
アスパラガスを供給
　JAはセブン‒イレブンの期間限定商品、パスタ
「北上市産アスパラのペペロンチーノ」と「手巻お
にぎりアスパラベーコンマヨネーズ（北上市産アス
パラ使用）」の食材として、アスパラガスを供給して
います。旬の味わいを生かすため加熱は短時間にし
て、みずみずしさや歯切れの良さを出しています。
　同社との連携は２年目で、昨年のおにぎりに加
え今年はパスタを新発売したことから、供給量は
約800㎏増の1.2tを見込みます。
※�パスタは北東北３県と宮城県の一部合わせて約370店舗で５月24日
から430円、おにぎりは北東北３県約270店舗で５月中旬から130円
で発売しており、いずれも４週間の期間限定での発売を予定してい
ます。（価格は税込みです）

米 穀 畜 産

地域風土や気候、品種や消費者ニーズ
によって栽培方法は変わり、マニュアル
通りではより良い品質が期待出来ない年
もあります。これまでの経験を生かし、
栽培農家の所得向上や産地確立に自分
の知識が役立てればと思っています。

地域全体の品質が思わしくない年でも
伊藤さんは良品を出荷し素晴らしい技術
を持っています。匠の技で地域全体の
洋ナシ栽培を盛り上げたいと思い、各
栽培ステージごとに指導会を企画してい
ます。

人が集まる場所に

花巻ブルーシリーズを！
　管内では、春はクレマチス、初夏はカンパニュラ、
秋は鉢植リンドウなど年間を通してさまざまな青色
系統の花を生産します。地域住民や観光客などたく
さんの人々に知ってもらおうと、母ちゃんハウスだぁ

すこに特設コーナーを設置しているほか、
花巻温泉（株）や公共施設など、人が多く
集まる場所に季節に合ったブルーシリー
ズを設置しています。
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心を耕し未来へ

食と農の掲示板

　女性部東和支部は5月23日、花巻市東和町内の
保育園や小・中学校などの教育機関にサツマイモ
苗の配布を行いました。
　食育活動の一環として始まった活動は「地域に貢
献したい」「小さな頃から土に触れる機会を作って
あげたい」という部員たちの思いで長期にわたって
続けられ、40年目を迎えた今年は、紅あずまの苗

1600本 を準
備。部員たち
10人が東和
町支店に集ま
り、配布しや
すいように苗
を各人数分に
小分け作業を
行いました。

　同日には
小田島邦子
支部長が東
和小学校を
訪問し、苗
1200本を贈
呈。代表し
て児童会長
が受け取りました。小田島支部長
は「作業を通して食と農の大切さを分かってもらえ
たらうれしい。立派に大きくなったサツマイモが楽
しみ」と話しました。
　収穫したサツマイモは同町で毎年10月中旬に開
催している「とうわ産業まつり」のコンクールに出品
し、「掘るのが大変だったで賞」などのユニークな
賞を支部より授与する予定です。

　JAの食育リーダー「花巻まんまーず」は5月26日、今
年度初の活動となる食育体験出前授業を花巻たかき幼
稚園（花巻市高木）で行いました。
　藤根悦子さんを中心に会員4人が指導にあたり、5歳
児の園児31人が豆腐ハンバーグや野菜スープ、おにぎり
2種のほか、ちくわにブロッコリーを挿した「小さな森」
作りに挑戦しました。おにぎりには花巻産の古代米を使
用するなど地産地消にもこだわっています。
　園児たちは包丁を使い、同会員に「包丁を使うとき
は、左手を猫の手にしてね」と教わりながら、野菜スー

プに入れるダイコンやニンジンを丁寧に切りました。お
にぎりを握ったり、ハンバーグをこねるときには「おい
しくなーれ」と話しかけながら、楽しく調理しました。
　調理後は、昼食として自分たちが作った料理を食べ
ました。園児たちは「自分で作るとおいしい！おかわ
り！」と口をもぐもぐ。笑顔が溢れた楽しい昼食にな
り、野菜スープはなくなるほどの人気でした。
　「花巻まんまーず」は、JA管内の女性農業者で構成し
ており、就学前の子どもたちを中心に料理体験を通じて
食育活動を続けています。

苗を届けて40年。
　　　土に触れる機会を
女性部東和支部「サツマイモの苗配布事業」

園児と一緒に食材を
切る

まんまーずの会員
「おいしい」と笑顔がこぼれます

「小さな森」

苗を振り分ける女性部員達

ぽらーの
広場

ぽらーの広場は、読者の皆様との交流の場です。皆様からテーマにちなんだお便りを募集し、紹介
しています。投稿を頂いた方の中から抽選で素敵なＪＡ商品が当たります！

今月のテーマ

来月のテーマ（8月号掲載）「夏祭り」 応募締切／7月10日（月）消印有効

雨の日の過ごし方

テーマにちなんだエピソードを募集します。
夏祭りの思い出や地域の変わった祭りなどどんどんお寄せください！

応募方法：		①テーマにちなんだお話②郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号③ペンネーム④ＪＡや広
報誌に関するご意見・ご感想を記入の上、はがきまたはメールにてご応募ください。

※投稿頂いた中から内容を誌面に掲載させて頂きます。ペンネームが無い場合はイニシャルでの掲載になります。
●はがき：〒025-8504	花巻市野田 316-1　ＪＡいわて花巻企画広報課「ぽらーの広場」宛	
●メール：polano@jahanamaki.or.jp	●当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

お便りを投稿頂いた
方の中から抽選で5名様に
ＪＡ農産物直売所商品や
ＪＡ商品をプレゼント！

次世代へ食育教育
〜花巻まんまーず〜

私の雨の日の過ごし方は、雨の音が
苦手なので、イヤホンを付けて、大音
量で音楽を聞いて過ごしています。
（花巻市・ざっしー）

カップケーキやシュークリームなどお
菓子を作ります。雨の滴を見ながら
ゆったりと時間が流れ、リフレッシュ
できます。（花巻市・にゃんこ）

雨の日は、古くなった茶葉を使って台
所に茶香炉を焚きます。その中で家
事をこなすのもお気に入りです。（遠
野市・赤かっぱ）

私の雨の日の過ごし方は、家族のた
めに惣菜を作ったり、農作業に使う
腕抜きを作ったり、家事仕事をしま
す。（北上市・ネコ大好き）

雨の日は温泉もいいけど、好きな曲
を聞きながら「断捨離」に没頭し、心
と部屋をスッキリさせたいです。（花
巻市・時の旅人）

ミッキーの長靴が好きな娘と外に出
ると、体の雨粒を「パッパッ」と言っ
て払ってくれるので、雨の日も楽しく
なります。（花巻市・トムム）

苗を贈った小田島支部長（左）と、受け取った児童会長（右）

母ちゃんハウスだぁすこ＆すぎの樹

創業祭のお知らせ

母ちゃんハウスだぁすこ
20周年創業祭

すぎの樹
21周年創業祭

かがやく
女性部

2 0 17. 6 2 0 17. 6

日　時　7月8日（土）・9日（日）　午前9時開店

場　所　花巻市野田335-2

内　容　���産地間交流をしているJA紀の里やJA
おきなわなど、全国のJAファーマーズ
マーケットが集合！各地の特産品を販
売します。また、お楽しみ抽選会や各
種お振る舞いなどイベントが盛りだく
さんです！

お問い合わせ　母ちゃんハウスだぁすこ
☎0198-24-2914

日　時　7月23日（日）　午前9時開店

場　所　花巻市太田42-227-2

内　容 　�毎年恒例のもちまきやお買い上げ抽
選会を実施！さらに、産地間交流JA
の特産品の販売や、趣向を凝らした
お楽しみ企画をご用意してお待ちし
ております。

お問い合わせ　すぎの樹
☎0198-28-2209
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　日頃のご愛顧に感謝を込めて、農産物直売所「母ちゃんハウスだぁすこ」と、はなまき特産物直売所「すぎの
樹」では7月に創業祭を開催します。安全安心で新鮮なお買い得品が盛りだくさんですので、お誘い合わせの上、
ぜひご来店ください。

お得が
いっぱい！



　「“つながる・広がる・願いがかなう”
共感の輪」と題し、くらしの活動の実
践発表や女性部活動展示・販売など
を行います。
■日時
　7月１日（土）午前10時30分開始
■場所
　JA総合営農指導拠点センター
 （花巻市野田335-2）
■参加対象者
　組合員・地域住民
■参加費・申込締め切り
　ひとり500円（昼食代として）
　6月16日（金）締め切り
●お問い合わせ・お申込み
　最寄りの支店管理課
　または企画管理部企画広報課まで

☎0198-22-6288

■日時
　6月23日（金）午前10時〜正午
■参加費　300円
■場所
　JA野田神社「洗心館」（JA本店北側隣り）
●お問い合わせ
　生活福祉部生活ふれあい課

☎0198-45-1213

　JAでは6月1日〜9月30日の期間中
クールビズを行っています。国が推奨
する地球温暖化防止行動に呼応して、
冷房は28度に設定し、ノーネクタイや
ノージャケットなどの軽装により電力
の節約を図ります。期間中、無作法と
は存じますが、ご了承くださいますよ
うお願い申し上げます。

　ローンセンターは各種ローンの相
談を承っています。家の新築や増改
築、車の購入、教育資金など、資金借
り入れの相談や検討をしている方は
お気軽にご来店ください。専門スタッ
フが丁寧に対応致します。
■営業時間
　 月〜金曜日…午前9時〜午後6時
　日曜日…午前9時〜午後4時
　※定休日は土曜日と祝祭日
●お問い合わせ
　金融推進部ローンセンター
　（�農産物直売所「母ちゃんハウス
だぁすこ」西側隣り）

☎0198-22-6277

　当JAの監事は、経営の健全な発展
に資するため、理事の職務の執行状
況に関する情報の提供を求めていま
す。
　当JA理事のJA経営に関する気にな
る行為があるときは、電話または封書
で下記へご連絡くださるようお願い
致します。
■連絡先
　 【住所】〒025-8504

花巻市野田316番地1
　【電話番号】0198-23-3333
　【受付監事】常勤監事　三浦正寿
※�ご好意による情報提供であっても、誹謗・中
傷の類は受付いたしかねますので、あらかじ
めご了承ください。
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ふれあいカー
ニバル  ベトナムふれあいカー
ニバル  ベトナム2日間

平成29年8月3日（木）～4日（金）平成29年8月3日（木）～4日（金）
29,800円（子供お一人様）29,800円（子供お一人様）

旅行日程

旅行代金

JAいわて花巻旅行センター（企画管理部総務課内）　担当　川村・藤原
☎0198-23-3333（代表）内線 418　☎0198-29-4036（直通）
JAいわて花巻旅行センター（企画管理部総務課内）　担当　川村・藤原
☎0198-23-3333（代表）内線 418　☎0198-29-4036（直通）お問い合わせ

旅行センターでは小学4～6年生を対象とした「夏休み
こども村in宮古2日間」を募集しています。宮古地区で
シーカヤックやゴムボートの乗船体験を行うほか、「グ
リーンピア三陸みやこ」に宿泊し、一周180mの流れる
プールもお楽しみいただけます。また、田老地区での防
災体験や浄土ヶ浜の遊覧船乗船など、充実した2日間を
お過ごしいただけるコースです。ぜひ、子どもたちの夏
休み最高の思い出を宮古で作ってみませんか？

旅行センターでは小学4～6年生を対象とした「夏休み
こども村in宮古2日間」を募集しています。宮古地区で
シーカヤックやゴムボートの乗船体験を行うほか、「グ
リーンピア三陸みやこ」に宿泊し、一周180mの流れる
プールもお楽しみいただけます。また、田老地区での防
災体験や浄土ヶ浜の遊覧船乗船など、充実した2日間を
お過ごしいただけるコースです。ぜひ、子どもたちの夏
休み最高の思い出を宮古で作ってみませんか？

旅行センターからのお知らせ

夏休みこども村in宮古夏休みこども村in宮古夏休みこども村in宮古

I n f o r m a t i o n

豊かなくらしを実現！
くらしの活動大会

わいわい子育てフリースペース
きらきら七夕かざりを作ろう！

クールビズ実施中

ローン相談
日曜日も承ります!!

理事職務の執行状況に関する
情報提供について

●
理
事
会
だ
よ
り

●
監
事
会
だ
よ
り

カリキュラム
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燦燦と輝く女性を目指しませんか？

JA女性大学「燦
さん さ ん

燦セミナー」参加者募集中！
　ＪＡでは、教育や福祉、くらしに関わる学習を通して、燦燦と輝き元気で前向きに過ごす女性を目指す
セミナーを開催します。新しい仲間たちと出会い、楽しく学び、あなたも燦燦と輝いてみませんか？

対 象 者 JA管内在住の女性

場　　所 花巻地域：JA総合営農指導拠点センター（花巻市野田335－２）ほか
 北上・西和賀地域：江釣子支店（北上市上江釣子17－210－１）ほか
 遠野地域：JA担い手活動センター（遠野市松崎町白岩25－16－１）ほか

募集人数 花巻地域：40人　　北上・西和賀地域：30人　　遠野地域：30人

受 講 料 花巻地域：2,500円　　北上・西和賀地域：2,000円　　遠野地域：2,000円
 ※各回で開催する講習会の材料代、研修バス代、食事代などは別途負担となります
 ※受講料は開校式当日に申し受けます
 ※途中からの受講も受け付けますが、受講料は同額です

お 申 込 み ７月10日（月）までに下記の各地域生活ふれあい課に電話にてお申込みください。
 ※締切前でも定員となり次第、申込みを終了致します
 ※単講座のみのお申込みはできませんので、ご了承願います
 ※開催案内のチラシ配布はありません。広報誌のみのお知らせとなります

お問い合わせ 花巻地域：生活福祉部生活ふれあい課　☎0198－45－1213
 北上・西和賀地域：北上統括部生活ふれあい課　☎0197－71－1340
  西和賀統括センター管理課　☎0197－85－3301
 遠野地域：遠野統括部生活ふれあい課　☎0198－62－6604

内　　容 花巻地域 北上・西和賀地域 遠野地域

第1回
開校式
　JA役員講話
ネクタイネックレス作り
　講師：菊池貴美子氏（北上市）

8月3日（木）
9時30分〜
JA総合営農指導拠点
センター

8月1日（火）
9時30分〜
江釣子支店（2階会議室）

8月2日（水）
9時30分
JA担い手活動センター

第2回
七宝焼でアクセサリー作り
　講師：照井とも子氏（北上市）
※材料代別途負担

9月5日（火）
9時30分〜12時
JA総合営農指導拠点
センター

9月4日（月）
10時〜12時
江釣子支店（2階会議室）

9月7日（木）
10時〜12時
JA担い手活動センター

第3回

料理教室「H28年度北上地域地
産地消料理コンクール入賞作品
を学ぶ」
　講師：菊地近子氏（北上市）
※材料代別途負担

10月4日（水）
9時30分〜
JA本店加工室
※花巻地域のみ実施

第4回
座禅体験旅行
　紫波町常光寺（予定）
※バス代・体験料など別途負担

11月9日（木）
JA総合営農指導拠点
センター前出発

11月8日（水）
北上統括部出発

11月7日（火）
遠野統括部出発

第5回

未来にのこす「わたしノート」作り
　講師：家の光協会　平間聡氏
日本の食を学ぼう
　講師：各会場講師
閉校式
※食事代別途負担

12月7日（木）
石鳥谷支店
講師：日本料理新亀家
（懐石料理）

12月5日（火）
ホテルシティプラザ北上
講師：�ホテルシティプラザ

北上レストラン課
（日本料理）

12月6日（水）
サンパークやなぎ
講師：サンパークやなぎ
（会席料理）
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I n f o r m a t i o n

※「役員室より」はお休みです。

　JAでは、女性農業者の皆さんが意欲を持って農業生産に取り組むことができるよう、支援事業を実施しています。申
請期間を延長しましたので、申請のうえご活用ください。

１. 支援対象者　※女性に限ります
  ・農業に従事し、今後も農業経営の発展を目指して農業で頑張っていこうとする方。
  ・６次産業化など（農産物加工など）の多角経営を行っている方または目指す方。
  ・当JAの生産部会または関係組織に入会し、積極的に活動している方。
  ・新規就農者。
  ・その他代表理事組合長が認めた方。
２. 支援申請の手続き
  　支援を受けようとする方は、申請書に所定の項目を記載のうえ、
 各地域営農センター営農振興課または各支店窓口に提出してください。
 　※申請書はJAいわて花巻公式ホームページの「あぐり情報」からダウンロードすることができます。
　　　　＜JAいわて花巻公式ホームページURL＞  http://www.jahanamaki.or.jp/
３. 申請締め切り：6月末
◎お問合わせ
　営農推進部営農振興課	 ☎0198-23-0985
　北上地域営農センター営農振興課	 ☎0197-71-1330

西和賀地域営農センター営農振興課	 ☎0197-85-3301
遠野地域営農センター営農振興課	 ☎0198-62-9585

［適用金利］
定期貯金

店頭
金利

万円以上10
定期貯金の
新規預入

万円以上10
定期貯金の
新規預入

+0.1%
上乗せ！

マチ付きなので
太めの小物も
入ります

万円
以上10

定期貯金の
新規預入

万円
以上10

定期貯金の
新規預入

万円
以上20

定期積金の
新規契約

（継続時増額20万円以上）

ちょリス フロストポーチ
プレゼント！

当JA
4,700名様

さらに

※詳しくは、お近くのJAバンク窓口までお問い合わせください。 JAバンク岩手 検索

《 金利上乗せ（適用金利 店頭金利＋０．１％上乗せ）について 》
●お預け入れは、個人の方に限らせていただきます。●対象の定
期貯金は、新規お預け入れ１０万円以上の定期貯金（自動継続）
で、預入期間は１年とします。●金利の上乗せは初回満期日まで
とし、自動継続以降は、継続日における店頭表示金利が適用さ
れます。（金融情勢の変化などにより、金利が変更になる場合
がございます。また取扱いを中止させていただくことがありま
す。）●満期日前にご解約された場合は、ＪＡ所定の中途解約利
率を適用いたします。

《 先着プレゼントについて 》
●新たに定期貯金（自動継続）を１０万円以上また
は定期積金を２０万円以上ご成約された方、定期積
金をご継続の場合は２０万円以上増額された方に
先着で「ＬＯＦＴ×ちょリス フロストポーチ」をプレ
ゼントします。●個人の方に限らせていただきま
す。●定期貯金の預入期間は１年間、定期積金
の契約期間は１年以上とします。●賞品がなく
なり次第終了とさせていただきます。

《 さらにチャンス！！ 》
●新たに定期貯金（自動継続）を１０万円以上または定期積金を２０万円以上ご成約された方、定期積金をご継続の場合は
２０万円以上増額された方が、同時にＪＡカード、公共料金の口座振替、ＪＡネットバンクのうち１つ以上新たにお申込いただく
と、「ＴＯＫＹＵ ＨＡＮＤＳ×ちょリス クーラーバッグ＆アイスパック」「今治ブランドフェイスタオル（ヘムちょきんぎょ柄）」「かみ
せっけん ５０枚入り」の３点の中から、１つの申込につき１点をお選びいただきプレゼントします（最大３点。各種類１個までとな
ります）。●同時に複数の公共料金を申込いただいても、賞品は１点に限ります。●公共料金は、①電気料金、②ガス料金、③水
道料金、④ＮＨＫ受信料、⑤電話料金が対象となります。なお既に①～⑤の何れかを契約されている方は対象外となります。●
個人の方に限らせていただきます。●定期貯金の預入期間は１年間、定期積金の契約期間は１年以上とします。●賞品がなくな
り次第終了とさせていただきます。

500㎖缶が
6本入ります

アイスパック付き

今治ブランドフェイスタオル
（ヘムちょきんぎょ柄）

レジャーに便利な
保冷効果のある
バッグ。

ちょリス クーラーバッグ（保冷バッグ）＆
アイスパック（保冷剤）A B

かみせっけん ５０枚入りC

１つのお申し込みにつき以下より１点お選びいただけます。

上記のうち1つ以上新規お申し込みで！

夏に嬉しいグッズ最大3点プレゼント！

厳しい品質基準をクリアし、優れた
吸水性で柔らかな肌触りのフェイス
タオル。ヘム（端）にちょきんぎょ
のシルエットをマーク。オレンジ・
グリーン・パープルの何れか１つ。

気になる時にいつでも手洗いで
きる香りつき紙石けん。ハイキング
などの外出時にも便利なポケット
サイズ。３種類の何れか１つ。

定期貯金・定期積金の新規ご成約と同時に

JAカード 公共料金 JAネットバンク

サイズ 約45×65×15㎜

©ちょリス

ご
成
約
で
も
れ
な
く
！

ど
ち
ら
か
ご
成
約
に
よ
り
先
着
で
！

夏のお出かけに役立つ
　　　　　ビニール素材のポーチ。

サイズ 約240×160×60㎜ 当JA
500名様

当JA
157名様
当JA
157名様
当JA
157名様

当JA
157名様

2 0 17. 6 2 0 17. 6

女性農業者を応援「JAいわて花巻女性農業者支援制度」
申し込み期間を延長します！

支援事業 助成内容

農業経営改善支援事業
農業経営改善に取り組む場合には、総事業費の10％（上限50,000円）を当JAが助成します。
※	補助事業を活用する場合は支援の対象外です。また、農業資金（アグリマイティー資金など）の活
用を支援します。

先進地研修支援事業
新たな農業経営方式や技術などを導入しようと先進地事例などの研修をする場合、経費の2分の1
（上限10,000円／年）を助成します。
※部会など他組織で企画した研修の経費については支援の対象外です。

グループ活動支援事業 女性農業者が中心となって、農業経営に関する研究などのグループ活動を新たに起こす場合に、立
ち上げ経費として初年度に30,000円を助成します。

組合員・利用者の皆様へのお願い

　日頃は、当 JAの事業をご利用いただき厚くお礼申しあげます。
　当 JAは、皆様のご自宅への訪問活動を積極的に行うなど、地域との繋がりを重視した取り組
みを展開しております。その際には、是非お気軽にお声をかけていただければ幸いと存じます。
　また、当 JAは、訪問先において現金などをお預かりする際には、以下のような領収書（受取書）
を発行する事となっております。組合員・利用者の皆様からの信頼にお応えするためにも、必ず
受け取っていただきますよう、改めてお願いするものであります。

⦿信用事業

⦿信用・共済事業共通

⦿共済事業

⦿経済事業・その他事業

　皆様より、定期積金掛金をお預かりする際に使
用する受取書となっております。

　皆様より、現金や通帳などをお預かりする際に
使用する受取書となっております。
　なお、お預かりした通帳などをお返しする際に
は必要となりますので大切に保管願います。

　皆様より、共済掛金をお預かりする際に使用す
る領収書となっております。

　皆様より各種料金などについてお預かりする際
に使用する領収書となっております。

見本

見本
見本

見本

見本

お問い合わせは、本店リスク管理室（☎0198-29-4034）までご連絡願います。

見本

制度活用には書類審査があります
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ふ う し ゅ て ん け い

風趣点景
管 内 四 季 だ よ り ⑮

暖
か
い
を
通
り
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暑
い
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く
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々
。
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広
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た
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試
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広
報
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自
分
た
ち
だ
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で
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る

も
の
で
は
な
い
。
取
材
先
の
人
々

の
思
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い
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み
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の
思
い
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だ
広
報
誌
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い
と
、
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思
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た
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﹇
小
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春
の
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、
夏
の
青
田
、
秋
の

黄
金
色
―
。
幼
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た
だ
の
自
己
満
足
。
高
橋
専
太
郎

前
組
合
長
は
常
に
未
来
を
見
据
え
、

百
姓
の
代
表
だ
！
と
訴
え
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が
ら
、

施
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を
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行
し
改
革
し
続
け
た
。

私
も
あ
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大
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南
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。
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昔
懐
か
し
い
水
車
が
手
前

に
あ
り
、
千
葉
家
と
一
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と

な
っ
て
溶
け
こ
ん
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る
・
・

何
と
い
う
素
晴
ら
し
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こ
の
情
景
を
日
々
見
て

暮
ら
し
た
で
あ
ろ
う
昔
の

人
々
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

写真・文／高沢 翔（西和賀町沢内）
西和賀町をメーンに風景写真を撮っている写真家。

ホームページ「高沢翔写真館」 http://shou.eek.jp

「千葉家と水車」
遠野市綾織町（千葉家）
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